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千
葉
県
漢
詩
連
盟

（
二
〇
一
六
年
二
月
一
一
日
）

朱
子
と
詩

―
―

な
ぜ
禁
詩
の
誓
い
は
す
ぐ
破
ら
れ
た
の
か

国
士
舘
大
学

松
野

敏
之

一
、
朱
子

朱
熹

一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇

南
宋
の
理
学
家
。
…
…
客
観
的
観
念
論
の
思
想
体
系
を
樹
立
し
た
。
自
然
観
の
面

な
ん
そ
う

り

が
く

で
は
、
「
理
」
が
宇
宙
の
本
体
で
あ
り
、
「
未
だ
天
地
あ
ら
ざ
る
の
先
、
畢
竟
こ
れ
ま
ず
理
あ
り
」
、
万
物
に
は
万
理

り

い
ま

ひ
っ
き
ょ
う

が
あ
り
、
「
天
地
万
物
の
理
を
総
ぶ
る
、
便
ち
こ
れ
太
極
」
と
し
、
封
建
社
会
の
秩
序
と
倫
理
道
徳
も
「
理
」
か
ら

す

す
な
わ

た
い
き
ょ
く

生
ず
る
、
し
か
し
人
性
に
は
「
天
理
」
と
「
人
欲
」
の
対
立
が
あ
り
、
そ
の
た
め
「
天
理
を
存
し
、
人
欲
を
滅
ぼ
し
」

て
ん

り

て
「
三
綱
五
常
」
な
ど
の
本
性
を
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
道
徳
修
養
の
面
で
は
、
「
居
敬
窮
理
〔
内

さ
ん
こ
う
ご
じ
ょ
う

省
と
真
理
探
究
〕
」
を
強
調
し
、
「
居
敬
窮
理
」
を
通
じ
て
「
仁
」
を
追
求
し
た
。
経
・
史
・
文
学
・
楽
律
に
精
通
し
、

け
い

著
述
は
非
常
に
多
く
、
『
四
書
集
注
』
『
周
易
本
義
』
『
詩
集
伝
』
『
楚
辞
集
注
』
お
よ
び
後
人
が
編
纂
し
た
『
朱
文

し
し
ょ
し
っ
ち
ゅ
う

し
ゅ
う
え
き

そ
じ
し
ゅ
う
ち
ゅ
う

公
文
集
』
『
朱
子
語
類
』
な
ど
が
あ
る
。

（
孟
慶
遠

主
編
『
中
国
歴
史
文
化
事
典
』
新
潮
社
、
四
五
八
頁
）

し
ゅ

し

ご

る
い

二
、
禁
詩
の
誓
い

（
１
）
張
栻
「
南
嶽
唱
酬
序
」
（
『
南
軒
集
』
巻
十
五
）

し
ょ
く

己
卯
〔
十
一
月
十
五
日
〕
の

夕

、
中
夜

凛
然
た
る
に
方
り
て
、
残
火
を
撥
し
て
相
ひ
対
す
る
に
、
吾
が
三
人
〔
張

ゆ
う
べ

あ
た

栻
・
朱
熹
・
林
用
中
〕
の
是
の
数
日
間
亦
た
詩
に
荒
め
る
を
念
ず
。
大
抵

事
に
大
小
美
悪
無
く
、
流
れ
て
返
ら
ず
、

こ

ま

す
さ

皆
な
以
て
志
を
喪
ふ
に
足
る
。
是
に
於
て
始
め
て
要
束
〔
決
ま
り
事
〕
を
定
め
て
、
翼
日
当
に
止
む
べ
し
。
蓋
し

う
し
な

こ
こ

ま
さ

や

是
れ
後
事

歌
ふ
可
き
者
有
り
と
雖
ど
も
、
亦
た
復
た
詩
に
見
さ
ざ
る
な
り
。
嗟
乎
、
是
の
編
を
覧
る
者
、
其
れ

ま

あ
ら
わ

あ

あ

み

亦
た
吾
が
三
人
の
者
を
以
て
自
ら
儆
む
る
か
。

い
ま
し

（
２
）
題
二
闋
後
自
是
不
復
作
矣

二
闋
の
後
に
題
す

是
れ
自
り
復
た
作
ら
ず

朱
熹

に

け
つ

こ

よ

ま

つ
く

久
惡
繁
哇
混
太
和

久
し
く
悪
む

繁
哇
の
太
和
を
混
ず
る
を

●

●

○

○

●

●

◎

ひ
さ

に
く

は
ん
あ
い

た
い

わ

こ
ん

云
何
今
日
自
吟
哦

云
何
ぞ
今
日

自
ら
吟
哦
す
る

○

○

○

●

●

○

◎

い

か

ん

こ
ん
に
ち

み
ず
か

ぎ
ん

が

世
間
萬
事
皆
如
此

世
間

万
事

皆
な
此
く
の
如
し

●

○

●

●

○

○

●

か

ご
と

兩
葉
行
將
用
斧
柯

両
葉

行
ゆ
く
将
に
斧
柯
を
用
ひ
ん
と
す

（
下
平
声
・
歌
韻
）

●

●

○

○

●

●

◎

り
ょ
う
よ
う

ゆ
く

ま
さ

ふ

か

三
、
湖
南
・
衡
山
の
旅

乾
道
三
年
（
一
一
六
七
）

八
月

一
日

林
用
中
と
共
に
福
建
を
出
発
。

り
ん
よ
う
ち
ゅ
う

九
月

八
日

長
沙
に
到
着
。
岳
麓
書
院
に
て
張
栻
と
共
に
二
ヶ
月
ほ
ど
講
学
す
る
。

ち
ょ
う
さ

が
く
ろ
く

十
一
月
六
日

張
栻
・
林
用
中
と
共
に
南
嶽
衡
山
に
行
く
。

し
ょ
く

な
ん
が
く
こ
う
ざ
ん

十
一
月
二
十
三
日

張
栻
と
別
れ
、
林
用
中
・
范
念
徳
と
共
に
帰
路
に
就
く
。

は
ん
ね
ん
と
く

十
二
月
二
十
日

帰
郷
。

※
こ
の
旅
（
約
四
ヶ
月
）
で
朱
熹
は
二
百
餘
篇
の
詩
詞
を
詠
じ
た
。
特
に
南
嶽
衡
山
の
旅
で
は
、
甲
戍
（
十
一
月

十
日
）
か
ら
庚
辰
（
十
一
月
十
六
日
）
ま
で
の
お
よ
そ
七
日
の
間
に
朱
熹
・
張
栻
・
林
用
中
の
三
人
で
百
四
十
九
篇

の
詩
を
詠
ん
だ
と
い
う
（
張
栻
「
南
嶽
唱
酬
序
」
）
。
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四
、
作
詩
と
は

（
３
）
朱
熹
「
南
嶽
遊
山
後
記
」
（
『
朱
文
公
文
集
』
巻
七
十
七
）

其
の
間
〔
十
一
月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
に
張
栻
と
別
れ
る
ま
で
〕
山
川
林
野
、
風
煙
景
物
、
向
来

見
る
所
に
視
べ

き
ょ
う
ら
い

く
ら

て
、
詩
に
非
ざ
る
者
無
し
。
而
う
し
て
前
日
既
に
約
有
り
。
然
れ
ど
も
亦
た
夫
の
別
る
る
日
の
迫
れ
る
を
念
じ
、

し
こ

か

而
う
し
て
前
日
講
ず
る
所

蓋
し
既
に
其
の
端
を
開
き
て
未
だ
竟
ら
ざ
る
者
有
り
。
方
に

且

く
相
ひ
与
に
思
繹
討

お
わ

ま
さ

し
ば
ら

と
も

論
し
て
、
以
て
其
の
説
を
畢
ふ
れ
ば
、
則
ち
其
の
詩
に
於
て
固
よ
り
暇
あ
ら
ざ
る
所
の
者
有
り
。
丙
戌
〔
十
一
月

お

い
と
ま

二
十
二
日
〕
の
莫
、
熹

衆
に
諗
げ
て
曰
く
、
「
詩
の
作
や
、
本
よ
り
善
か
ら
ざ
る
も
の
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
而

く
れ

つ

も
と

れ
ど
も
吾
人
の
深
く
懲
し
て
痛
く
之
を
絶
つ
所
以
の
者
は
、
其
の
流
れ
て
患
を
生
ず
る
を
懼
る
る
の
み
。
初
め
よ

こ
ら

お
そ

り
亦
た
豈
に
詩
に
咎
有
ら
ん
や
。
然
り
而
れ
ど
も
今

遠
別
の
期

近
づ
き
て
朝
夕
に
在
り
、
言
に
非
ざ
れ
ば
則
ち

と
が

以
て
喩
へ
難
き
の
懐
を
写
す
無
し
。
然
ら
ば
則
ち
前
日

一
時
の
矯
枉
過
甚
の
約
、
今
亦
た
以
て
罷
む
可
き
な
り
。
」

た
と

お
も
い

う
つ

き
ょ
う
お
う
か
じ
ん

や

皆
な
応
へ
て
「
諾
」
と
曰
ふ
。

こ
た

だ
く

既
に
し
て
敬
夫
〔
張
栻
〕

詩
を
以
て
贈
り
、
吾
が
三
人
も
亦
た
各
お
の
答
賦
し
て
以
て
意
を
見
す
。
熹
は
則
ち

お
の

あ
ら
わ

又
た
進
み
て
言
ひ
て
曰
く
、
「
前
日
の
約
已
に
過
ぎ
た
り
。
然
れ
ど
も
其
の
戒
懼
警
省
の
意
は
、
則
ち
忘
る
可
か

す
で

か
い

く

け
い
せ
い

ら
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
、
詩
は
本
よ
り
志
を
言
へ
ば
、
則
ち
其
の
湮
鬱
〔
鬱
屈
し
た
思
い
〕
を
宣
暢
し
、

い
ん
う
つ

せ
ん
ち
ょ
う

平
中
に
優
柔
す
る
〔
心
を
穏
や
か
に
宥
め
る
〕
に
宜
し
。
而
れ
ど
も
其
の
流
る
る
は
乃
ち
幾
ん
ど
志
を
喪
ふ
に
至
る
。

よ
ろ

ほ
と

う
し
な

群
居
に
輔
仁
の
益
有
れ
ば
、
則
ち
其
の
義
精
理
得
、
動
も
す
れ
ば
倫
慮
に
中
る
に
宜
し
。
而
れ
ど
も
猶
ほ
或
ひ
は

や
や

あ
た

流
る
る
を
免
れ
ず
。
況
ん
や
離
群
索
居
の
後
、
事
物
の
変
に
窮
り
無
く
、
幾
微
の
間
、
毫
忽
の
際
、
其
の
以
て
耳

ま
ぬ
か

き
わ
ま

き

び

ご
う
こ
つ

目
を
営
惑
し
、
心
意
を
感
移
す
可
き
者
、
又
た
将
た
何
を
以
て
之
を
禦
が
ん
や
。
故
に
前
日
の
戒
懼
警
省
の
意
は
、

は

ふ
せ

か
い

く

け
い
せ
い

小
過
と
曰
ふ
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
亦
た
過
に
当
る
所
な
り
。
是
に
由
り
て
之
を
擴
充
す
れ
ば
、
其
れ

過

寡

き

あ
や
ま
ち

あ
や
ま
ち
す
く
な

に
庶
幾
か
ら
ん
」
と
。
敬
夫
曰
く
、「
子
の
言
や
善
し
。
其
れ
遂
に
之
を
書
し
て
、
以
て
詔
げ
て
忘
る
る
毋
か
れ
」

ち

か

し

つ

な

と
。

（
４
）
擇
之
所
和
生
字
韻
語
極
警
切
次
韻
謝
之
兼
呈
伯
崇

択
之
〔
林
用
中
〕

和
す
る
所
の
「
生
」
の
字
の
韻

た
く

し

語

極
め
て
警
切

韻
を
次
ぎ
て
之
に
謝
し

兼
ね
て
伯
崇
〔
范
念
徳
〕
に
呈
す

朱
熹

不
是
譏
訶
語
太
輕

是
れ

語

太

だ
軽
き
を
譏
訶
す
る
に
あ
ら
ず

●

●

○

○

●

●

◎

こ

は
な
は

か
ろ

き

か

題
詩
只
要
警
流
情

詩
を
題
す
る
に
は

只
だ
流
情
を
警
む
る
を
要
す

○

○

●

●

●

○

◎

た

い
ま
し

煩
君
屬
和
増
危
惕

君
が
属
和
を
煩
は
し
て

危
惕
を
増
す

○

○

●

●

○

○

●

し
ょ
く
わ

わ
ず
ら

き

て
き

虎
尾
春
冰
寄
此
生

虎
尾

春

冰

此
の
生
を
寄
す

（
下
平
聲
・
庚
韻
）

●

●

○

○

●

●

◎

こ

び

し
ゅ
ん
ぴ
ょ
う

こ

せ
い

（
５
）
朱
熹
『
詩
集
伝
』
序
文
（
淳
煕
四
年
・
一
一
七
七
）

或
る
ひ
と
予
に
問
ふ
こ
と
有
り
て
曰
く
、
「
詩
は
何
の
為
に
し
て
作
る
や
」

よ

た
め

お
こ

と
。
予

之
に
応
へ
て
曰
く
、
「
人

生
れ
て
静
な
る
は
、
天
の
性
な
り
。
物

に
感
じ
て
動
く
は
、
性
の
欲
な
り
。
夫
れ
既
に
欲
有
れ
ば
、
則
ち

思

無
き

そ

お
も
ひ

こ
と
能
は
ず
。
既
に
思
有
れ
ば
、
則
ち
言
無
き
こ
と
能
は
ず
。
既
に
言
有

れ
ば
、
則
ち
言
の
尽
す
能
は
ず
し
て
咨
嗟
咏
歎
の
餘
に
発
す
る
所
の
者
、

必
ず
自
然
の
音
響
節
族
有
り
て
已
む
こ
と
能
は
ず
。
此
れ
詩
の
作
る
所
以

や

お
こ

な
り
。

祝
融
峰
（
衡
山
主
峰
）
の
眺
望
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五
、
心
（
已
発
・
未
発
）
と
性
情

い

は
つ

み

は
つ

（
６
）
『
中
庸
』
第
一
章

喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
謂
ふ
。
発
し
て
皆
な
節
に
中
る
、
こ
れ
を
和
と
謂
ふ
。

あ
た

〔
朱
熹
略
年
譜
〕

隆
興
元
年
（
一
一
六
三
・
三
十
四
歳
）

『
論
語
要
義
』
（
佚
書
）

隆
興
二
年
（
一
一
六
四
・
三
十
五
歳
）

『
延
平
答
問
』

※
李
侗
（
延
平
）
は
前
年
に
逝
去

え
ん
ぺ
い

り

と
う

乾
道
三
年
（
一
一
六
七
・
三
十
八
歳
）

長
沙
に
赴
き
張
栻
を
訪
ね
る

乾
道
四
年
（
一
一
六
八
・
三
十
九
歳
）

『
二
程
遺
書
』

乾
道
五
年
（
一
一
六
九
・
四
十
歳
）

「
未
発
已
発
説
」

淳
煕
四
年
（
一
一
七
七
・
四
十
八
歳
）

『
論
孟
集
注
』
『
詩
集
伝
』
『
周
易
本
義
』

旧
説

定
説
（
四
十
歳
以
降
）

心
（
已
発
）

←

→

性
（
未
発
）

性
（
未
発
・
天
理
）

心

情
（
已
発
・
人
欲
）

※

が
工
夫
（
修
養
）
の
対
象

六
、
自
警
詩

（
７
）
朱
熹
「
東
帰
乱
稿
序
」
（
『
朱
文
公
文
集
』
巻
七
十
七
）

然
る
後
に
崇
安
に
至
る
。
始
め
て
尽
く
其
の
橐
を
胠
き
、
乱
稿
を
掇
拾
し
、
纔
か
に
二
百
餘
篇
を
得
た
り
。
取

す
う
あ
ん

た
く

ひ
ら

て
っ
し
ゅ
う

わ
ず

り
て
之
を
読
め
ば
、
義
理
に
当
た
り
音
節
に
中
る
能
は
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其
の
間
に
視
ぶ
れ
ば
、
則
ち
交
規

あ
た

く
ら

自
警
の
詞

愈
い
よ
多
し
と
為
す
。
斯
も
亦
た
吾
人
の
朝
夕
見
て
忘
れ
ざ
ら
ん
と
欲
す
る
所
の
者
な
り
。
…
…
庶
乎

い
よ

こ
れ

こ
い
ね
が

は
く
は
後
日

之
を
観
て
、
以
て
惕
然
と
し
て
自
省
し
て
改
む
る
所
以
を
思
ふ
こ
と
有
ら
ん
。

て
き
ぜ
ん

（
８
）
宿
梅
溪
胡
氏
客
館
觀
壁
間
題
詩
自
警
二
絶

其
二

梅
渓
胡
氏
の
客
館
に
宿
し
壁
間
の
題
詩
を
観
て
自
ら
警
む
二
絶

其
の
二

朱
熹

ば
い
け
い

こ

し

み
ず
か

い
ま
し

十
年
湖
海
一
身
輕

十
年

湖
海

一
身
軽
し

●

○

○

●

●

○

◎

こ

か
い

歸
對
黎
渦
却
有
情

帰
り
て
黎
渦
に
対
し
て

却

て
情
有
り

○

●

○

○

●

●

◎

れ
い

か

か
へ
つ

世
路
無
如
人
欲
險

世
路

人
欲
の
険
に
如
く
無
し

●

●

○

○

○

●

●

せ
い

ろ

し

幾
人
到
此
誤
平
生

幾
人
か
此
に
到
り
て

平
生
を
誤
る

（
下
平
声
・
庚
韻
）

●

○

●

●

●

○

◎

い
く
に
ん

こ
こ

へ
い
ぜ
い

※

湘
潭
に
て
宿
泊
し
た
先
で
胡
銓
（
一
一
〇
二
―
一
一
八
〇
）
の
詩
を
目
に
し
て
詠
じ
た
自
警
詩
で
あ
る
。
「
黎

し
ょ
う
た
ん

こ

せ
ん

渦
」
は
、
胡
銓
の
侍
妓
黎
倩
の
え
く
ぼ
。
胡
銓
の
詩
句
「
傍
有
梨
頬
生
微
渦
」
を
ふ
ま
え
る
。

れ
い
せ
い

ヽ

ヽ
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（
９
）
次
韻
伯
崇
自
警
二
首

其
二

伯
崇
の
自
警
に
次
韻
す

二
首

其
の
二

朱
熹

誦
君
佳
句
極
優
柔

君
が
佳
句
を

誦

す
る
に

極
め
て
優
柔

●

○

○

●

●

○

◎

か

く

し
よ
う

未
得
明
彊
是
所
憂

未
だ
明
彊
を
得
ず

是
れ
憂
ふ
る
所

●

●

○

○

●

●

◎

い
ま

め
い
き
ょ
う

こ

若
悟
本
來
非
木
石

若
し
本
来
は
木
石
に
非
ざ
る
を
悟
ら
ば

●

●

●

○

○

●

●

も

あ
ら

保
君
弘
毅
不
能
休

保
つ

君
が
弘
毅

休
む
こ
と
能
は
ざ
ら
ん

（
下
平
声
・
尤
韻
）

●

○

○

●

●

○

◎

こ
う

き

や

（

）
次
韻
擇
之
聽
話

択
之
の
話
を
聴
く
に
次
韻
す

朱
熹

わ

10
語
道
深
慙
話
一
場

道
を
語
り
て

深
く
慙
づ

話
一
場

●

●

○

○

●

●

◎

は

わ

い
ち
じ
ょ
う

感
君
親
切
為
宣
揚

感
ず

君
が
親
切
に

為
に
宣
揚
す
る
を

●

○

○

●

●

○

◎

た
め

更
將
充
擴
隨
鈎
索

更
に
充
擴
を
将
て

鈎
索
に
随
ふ

●

○

○

●

○

○

●

じ
ゅ
う
か
く

も
つ

こ
う
さ
く

意
味
從
今
積
漸
長

意
味

今
よ
り
積
み
て
漸
く
長
か
ら
ん

（
下
平
声
・
陽
韻
）

●

●

○

○

●

●

◎

よ
う
や

（

）
再
答
擇
之

再
び
択
之
に
答
ふ

朱
熹

11
兢
惕
如
君
不
自
輕

兢

惕

君
が

自

ら
軽
ん
ぜ
ざ
る
が
如
く
ん
ば

○

●

○

○

●

●

◎

き
よ
う
て
き

み
ず
か

か
ろ

ご
と

世
紛
何
處
得
關
情

世
紛

何
れ
の
処
か

情
に
関
は
る
を
得
ん

●

○

○

●

●

○

◎

せ
い
ふ
ん

い
ず

か
か

也
應
妙
敬
無
窮
意

也
た
応
に

妙
敬

窮
ま
る
無
き
の
意
な
る
べ
し

●

○

●

●

○

○

●

ま

ま
さ

雪
未
消
時
草
已
生

雪

未
だ
消
え
ざ
る
時

草

已
に
生
ず

（
下
平
声
・
庚
韻
）

●

●

○

○

●

●

◎

い
ま

す
で

七
、
人
情
（
荻
生
徂
徠
）

お
ぎ
ゅ
う

そ

ら
い

（

）
東
都
四
時
楽

其
一

東
都

四
時
の
楽

其
の
一

荻
生
徂
徠

し
い

じ

が
く

12
東
叡
山
頭
花
似
氛

東
叡
山
頭

花

氛
に
似
た
り

◎

と
う
え
い

ふ
ん

東
叡
山
下
雪
紛
紛

東
叡
山
下

雪

紛
紛

◎

ふ
ん
ぷ
ん

笙
歌
千
隊
齊
聲
唱

笙
歌

千
隊

声
を
斉
し
う
し
て
唱
ふ

し
よ
う
か

ひ
と

那
得
暫
時
停
白
雲

那
ぞ

暫
時

白
雲
を
停
む
る
を
得
ん
や

◎

な
ん

ざ
ん

じ

と
ど

（

）
東
都
四
時
楽

其
三

東
都

四
時
の
楽

其
の
三

荻
生
徂
徠

13
秋
滿
品
川
十
二
欄

秋
は
満
つ

品
川

十
二
欄

◎

東
方
千
騎
簇
銀
鞍

東
方

千
騎

銀
鞍
簇
ま
る

◎

ぎ
ん
あ
ん
あ
つ

清
歌
一
闋
人
如
月

清
歌

一
闋

人

月
の
如
し

い
つ
け
つ

笑
指
滄
波
洗
玉
盤

笑
つ
て
指
す

滄
波

玉
盤
を
洗
ふ
を

◎

〔
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